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べ
た
り
、
施
工
現
場
で
の
作

業
の
よ
う
す
を
間
近
で
見
学

し
た
。

「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ　

Ｐ
Ａ
Ｖ

Ｅ
」
は
、
施
工
後
の
養
生
に

14
日
程
度
か
か
る
と
こ
ろ
を

の
木
内
理
事
長
も
「『
１
Ｄ

Ａ
Ｙ　

Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｅ
』
は
、
開

放
が
１
日
で
可
能
な
画
期
的

技
術
。
実
際
に
触
れ
て
も
ら

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

当
日
は
県
沼
田
土
木
事

務
所
の
職
員
を
は
じ
め
、
県

内
企
業
や
工
事
関
係
者
な
ど

多
数
が
参
加
し
た
。
工
事
概

要
や
早
期
交
通
開
放
型
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
説
明
が
行
わ
れ

た
後
に
実
施
さ
れ
た
受
け
入

れ
試
験
で
は
、
参
加
者
ら
が

通
常
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

早
期
交
通
開
放
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
感
触
の
違
い
を
比

群
馬
県
解
体
工
事
業
協

同
組
合（
菊
地
明
仁
理
事
長
）

の
第
15
回
通
常
総
会
と
親
睦

会
が
８
日
、
伊
勢
崎
プ
リ
オ

パ
レ
ス
で
開
か
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
菊
地
理
事
長
は

総
会
の
冒
頭
、
発
起
人
で

あ
る
ト
キ
ワ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
代
表
取
締
役
社
長
の
堀

弘
司
氏
が
「
工
業
会
の
設
立

を
契
機
に
交
通
事
故
の
減

少
、
道
路
美
化
を
目
指
し
、

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
を
県
内
へ
広

め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

そ
の
後
、
議
事
へ
と
移

り
、
２
０
１
５
年
度
の
予
算

案
や
事
業
計
画
案
、
役
員
選

任
案
な
ど
が
審
議
。
こ
の
う

ち
、
役
員
選
任
で
は
太
陽
コ

能
付
加
型
の
歩
車
道
境
界
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
を
考
案
。
年
間

１
万
本
の
出
荷
体
制
を
構
築

し
た
と
こ
ろ
。

え
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
欠
け

形
状
に
す
る
こ
と
で
雑
草
の

成
長
を
停
止
さ
せ
、
結
果
と

し
て
地
表
へ
の
草
の
繁
茂
を

防
止
す
る
製
品
。
防
草
テ
ー

プ
や
シ
ー
ル
の
施
工
、
除
草

作
業
と
い
っ
た
従
来
の
対
策

工
事
と
比
べ
、
経
済
性
や
環

境
面
か
ら
も
優
れ
て
お
り
、

環
境
賞
や
国
土
技
術
開
発
賞

の
ほ
か
、
昨
年
度
の
『
ぐ
ん

ま
の
環
境
新
技
術
・
新
製

品
』
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

県
内
に
は
、
セ
ミ
マ
ウ
ン

ド
ア
ッ
プ
の
歩
道
構
造
で
１

ｍ
タ
イ
プ
の
縁
石
が
多
い
こ

と
か
ら
、
同
工
業
会
で
は
そ

の
規
格
に
合
わ
せ
て
外
側
に

切
り
欠
け
を
入
れ
た
防
草
機

群
馬
県
防
草
ブ
ロ
ッ
ク

工
業
会
の
設
立
総
会
が
９

日
、
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
植
物

の
根
が
重
力
を
感
じ
地
中
の

下
へ
成
長
す
る
性
質
と
茎
や

芽
が
光
に
向
か
っ
て
上
方
へ

と
成
長
す
る
性
質
を
踏
ま

施
工
見
学
会
を
、
沼
田
市
利

根
町
園
原
の
国
道
１
２
０
号

椎
坂
利
根
ト
ン
ネ
ル
起
点
部

で
開
催
し
た
。

会
の
冒
頭
、
角
田
建
設
工

業
の
角
田
政
弘
取
締
役
営
業

本
部
長
が
「
群
馬
県
北
部
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
と

県
沼
田
土
木
事
務
所
の
理
解

や
協
力
が
あ
っ
て
施
工
が
で

き
た
」
と
感
謝
の
意
を
表
し

た
。
続
け
て
、
群
馬
県
北
部

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

生
管
理
事
例
発
表
会
を
、
秋

に
は
建
設
業
協
会
館
林
支
部

に
よ
る
施
工
事
例
発
表
会
を

行
っ
て
い
る
。
安
全
や
施
工

に
対
し
日
ご
ろ
苦
労
し
て
い

る
こ
と
に
耳
を
傾
け
、
良
い

建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
群
馬
県
支
部
館
林
分
会

（
原
初
次
分
会
長
）
は
９
日
、

館
林
芸
術
ホ
ー
ル
で
『
現
場

に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
事

例
発
表
会
』
を
開
催
し
た
。

事
例
発
表
会
は
群
馬
県
建
設

業
協
会
館
林
支
部
と
の
共
催

で
行
わ
れ
、
受
発
注
者
双
方

院
議
員
は
「
建
設
業
の
一
業

種
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

安
全
に
作
業
を
す
る
こ
と
が

重
要
。
技
術
を
向
上
さ
せ
、

レ
ベ
ル
の
高
い
担
い
手
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
」
と
求
め
、
井
野
衆

議
院
議
員
も
「
若
い
人
に
夢

と
希
望
を
持
っ
て
貰
え
る
よ

う
な
業
界
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
来

賓
紹
介
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
蓼
沼
潤
課
長
補
佐
の
発

声
で
乾
杯
。
出
席
者
は
互
い

に
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
親

睦
を
深
め
た
。

コンクリート施工の要点
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型
枠
を
存
置
し
て
い
る
間
は
、
封
緘
養

生
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
型
枠
は
で
き
る
だ
け
長
く
存
置
す
る

方
が
よ
い
。
し
か
し
、
型
枠
を
長
く
存
置

す
る
こ
と
は
、
施
工
の
工
期
上
許
さ
れ
な

い
場
合
が
多
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
湿
潤

養
生
は
表
面
の
組
織
を
ち
密
化
す
る
た
め

耐
久
性
の
向
上
に
効
果
が
あ
り
、
耐
久
性

を
特
長
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
と
っ
て

は
重
要
な
行
為
の
一
つ
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
水
分
を
供
給
す
る

期
間
は
、
湿
潤
養
生
期
間
と
し
て
土
木
学

会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
示
方
書
な
ど
に
そ
の
標

準
が
示
さ
れ
、
型
枠
を
存
置
す
る
期
間
と

養
生
期
間
は
明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
。
図
１
は
、
型
枠
内
部
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
温
度
が
放
熱
す
る
よ
り
蓄
積
す
る
量
が

多
い
初
期
の
段
階
で
、
部
材
内
部
に
温
度

勾
配
が
生
じ
る
概
念
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
部
材
が
厚
い
と
、
脱
枠
時
に
も
内
部

温
度
が
残
る
た
め
、
内
部
が
圧
縮
応
力
、

表
面
に
引
張
応
力
が
生

じ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
部
の
温
度
勾
配

が
生
じ
て
い
る
段
階
で
脱
枠
を
行
う
と
、

表
面
が
外
気
で
冷
や
さ
れ
引
張
応
力
が
生

じ
て
、
表
面
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
寒
中
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
時
に
は
、
内
部
の
温

度
が
高
い
段
階
で
脱
枠
し
て
表
面
に
冷
気

を
与
え
る
と
表
面
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
危

険
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
注
意
が
喚
起
さ
れ

て
い
る
。

比
較
的
温
暖
な
季
節
に
お
い
て
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
温
度
が
そ
れ
な
り
に
高
く
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
発
現
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
型
枠
を
早
期
に
外
し
て
も

損
傷
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
、
早

期
に
脱
枠
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
脱
枠
は
で
き
て
も
、
養

生
期
間
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
耐
久
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
湿
潤

養
生
は
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ

こ
で
、
脱
枠
後
に
散
水
養
生
を
継
続
す
る

こ
と
を
よ
し
と
す
る
技
術
者
が
散
見
さ
れ

る
が
、　

散
水
の
温
度
が
外
気
温
よ
り
低

い
場
合
は
、
表
面
温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
温
度
応
力
を
増
大
さ
せ
て
表
面

ひ
び
割
れ
を
助
長
す
る
場
合
が
あ
る
。
養

生
の
つ
も
り
が
、
ひ
び
割
れ
を
生
じ
さ
せ

る
事
例
で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

②
散
水
養
生
は
、
そ
の
温
度
に
注
意
が
必
要
！

6月24日 十河氏招きセミナー開催
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
の
要
点 

〜
特
別
寄
稿 

㊦
〜

脱枠後の表面冷却により引張応力が増大する概念
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数量限定　好評販売中！

　弊社は 2015 年度も皆さまのご要望にお応えして『官公庁建設事業計
画書』を作成いたします。群馬県をはじめとする関東甲信越地区内の都
県別に、県、市町村、公社、組合、企業団などの 2015 年度公共事業関
連予算の詳細と事業箇所、概要などを取りまとめたものです。建設関連
企業の営業・情報戦略に欠かせない資料として評価を得ています。
　予約限定発行のため、部数に限りがございます。お早めにお申し込み
くださいますよう、ご案内申し上げます。

群馬県前橋市問屋町 1-1-1NF2 ビル 10F

TEL.027-210-8200 FAX.027-210-8500

△

前
橋
市
の
予
算
詳
細
サ
ン
プ
ル

△

新
会
長
に
富
沢
氏
選
出

群 馬 県 防 草
ブロック工業会

前
橋
市
内
で
設
立
総
会
挙
行

空
き
家
対
策
に
力
点

県解体工事業
協 同 組 合

第
15
回
通
常
総
会
を
開
く

堀発起人菊地理事長

各種議案を審議した

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
代
表
取
締

役
社
長
の
富
沢
茂
隆
氏
が
会

長
に
選
出
さ
れ
た
。
富
沢
会

長
は
「
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
が
安

全
面
、
環
境
面
で
地
域
に
役

立
つ
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

石
井
氏（
　
）が
最
優
秀

建 災 防
館 林 分 会

安
全
事
例
発
表
へ
200
人
参
加

原分会長

は
河
本
工
業
の
石
井
克
英

氏
、
優
秀
賞
に
は
原
工
業
の

今
泉
幸
夫
氏
、
徳
川
組
の
川

田
貴
正
氏
、
新
和
建
設
の
穂

積
靖
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

た
。開

会
後
、
原
分
会
長
が

「
当
地
区
で
は
春
に
安
全
衛

か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。

10
現
場
の
担
当
者
に
よ
る
発

表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に

こ
れ
か
ら
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
」
と
抱
負
を

口
に
し
た
。

総
会
後
、
防
草
研
究
会
の

石
川
重
規
氏
を
講
師
に
招

き
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
概
要

「
労
務
費
の
高
騰
や
技
術
者

不
足
な
ど
、
問
題
は
山
積
み

だ
が
、
関
係
各
所
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
空
き

家
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」と
抱
負
を
口
に
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
へ
と
移

行
。
２
０
１
４
年
度
の
事
業

報
告
や
本
年
度
の
事
業
計
画

案
、
役
員
選
任
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
に
行
わ
れ
た
親

睦
会
で
は
、
来
賓
に
石
関
貴

史
衆
議
院
議
員
、
井
野
俊
郎

衆
議
院
議
員
ら
が
駆
け
つ
け

た
。
来
賓
挨
拶
で
石
関
衆
議

富沢会長

や
特
長
に
関
す
る
講
演
会
が

実
施
さ
れ
た
。休
憩
を
挟
み
、

懇
親
会
も
催
さ
れ
、
防
草
ブ

ロ
ッ
ク
の
普
及
促
進
に
向

け
、
会
員
同
士
が
情
報
を
交

換
し
た
。

石関衆院議員井野衆院議員

角
田
建
設
工
業
（
角
田
恵

子
代
表
取
締
役
、
片
品
村
）

は
５
日
、
群
馬
県
北
部
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
（
木

内
利
夫
理
事
長
、
沼
田
市
）

と
と
も
に
、
早
期
交
通
開
放

型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ　

Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」 木内理事長

こ
と
は
ま
ね
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
駆
け
つ
け

た
厚
生
労
働
省
太
田
労
働
基

準
監
督
署
の
高
倉
潔
署
長
は

「
他
社
の
事
例
を
参
考
に
し
、

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
工
事
を
見
直
す
こ
と
が
労

働
災
害
の
防
止
に
つ
な
が

る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
県

高倉署長

村田所長吉田センター長
館
林
土
木
事
務
所
の
村
田
知

宏
所
長
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
や
墜
落
・
転
倒
、
重
機

の
挟
ま
れ
事
故
な
ど
が
な
か

な
か
減
ら
な
い
状
況
。
各
現

場
で
起
こ
る
事
故
を
一
つ
で

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
各
社
の
知
恵
を
学
び
現

場
へ
フ
ィ
ー
ト
バ
ッ
ク
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

県
館
林
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
誠
セ
ン
タ
ー
長
も

「
こ
の
発
表
会
は
受
注
者
だ

け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
発
注

者
に
も
非
常
に
参
考
に
な

る
。
今
後
と
も
一
層
の
情
報

共
有
に
努
め
、
事
故
の
防
止

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」

と
続
け
た
。

発
表
で
は
昨
年
度
、
国
や

県
、
市
町
村
か
ら
発
注
さ
れ

た
工
事
の
担
当
者
10
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
取
り
組

ん
だ
安
全
管
理
を
説
明
。
最

優
秀
賞
の
石
井
氏
は
、
国
土

交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務

所
発
注
の
新
三
国
ト
ン
ネ
ル

改
良
工
事
に
お
け
る
交
通
規

制
対
策
を
解
説
し
た
。
各
発

表
に
は
参
加
者
か
ら
多
数
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
安
全
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

そ
の
後
、
太
田
労
働
基
準

監
督
署
の
木
村
正
義
安
全
衛

生
課
長
が
講
評
を
行
っ
た
ほ

か
、
県
契
約
検
査
課
の
辰
野

和
義
補
佐
が
昨
年
度
の
安
全

点
検
の
結
果
を
紹
介
し
な
が

ら
、
注
意
点
を
喚
起
し
た
。

角田営業本部長

町田所長

施
工
見
学
会
を
開
催

角田建設工業

新
工
法「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

１
日
で
交
通
開
放
で
き
る
の

が
最
大
の
特
徴
。
セ
メ
ン
ト

や
水
、
砂
と
い
っ
た
従
来
の

材
料
を
使
う
な
ど
工
法
は
変

わ
ら
な
い
が
、
配
合
を
変
え

る
こ
と
で
工
期
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。

昨
年
度
末
か
ら
県
外
の

公
共
事
業
へ
の
採
用
が
増
え

て
き
て
い
る
新
工
法
で
、
県

内
の
公
共
事
業
で
は
初
と
な

り
、
民
間
で
の
事
例
も
な
い

と
い
う
。
２
０
１
３
年
に
は

国
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
」
に
登
録
さ
れ
た
。

県
沼
田
土
木
事
務
所
の

町
田
孝
所
長
は
見
学
を
終
え

「
若
手
技
術
者
の
育
成
の
場

と
し
て
も
良
い
機
会
に
な

り
、
自
分
自
身
も
見
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
工
夫
を
し
て
い

か
な
い
と
建
設
業
も
変
わ
っ

て
い
か
な
い
と
思
う
。
実
際

の
現
場
を
見
て
、
群
馬
県
北

部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組

合
と
角
田
建
設
工
業
ら
の
熱

意
を
感
じ
た
」
と
感
心
し
て

い
た
。

工事概要を聞く参加者

総会のもよう

10事例が発表された

河
本

工
業

石川氏


